
一  般  質  問  通  告  書 
 

                ２０２５年 ６月 ２日 

 

 

 高島市議会議長 河越 安実治 様 

 

                   高島市議会議員 ２番  松木 純子  

 

 次の事項について質問いたしたいので通告します。 
 
 

※質問項目（番号）が２以上ある場合は、次のどちらかに○をつけてください。 
・質問番号１の用紙にだけご記入ください。 
・質問が一つだけの場合は必然的に１となりますので、記入は不要です。 
 

１．全項目一括質問一括答弁 
初問は 

２．項目ごとに一括質問一括答弁 

 

(質問番号 １)

発 言 事 項 
マキノ地域の3つの小学校統合と新設について 

要  旨 （項目だけでなく、質問の趣旨が理解できるように記入してください。) 

少子化の影響によりマキノ地域の東、西、南小学校の３校が令和10年4月

を目途に統合され、新設校が中学校の隣接地に建設される計画があります。

高島市教育委員会は令和６年９月に「高島市小中学校再編基本方針」を策定

し、その方針に基づき、子どもたちにとってより良い教育環境の整備に努め

ていると伺っています。 

この「高島市小中学校再編基本方針」には、今後の児童の入学予定児童数

も記されています。 

［児童数の推移］ 

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

マキノ東小学校   ７名    ９名     ５名    ４名 

マキノ西小学校   ５名    ３名     ０名    ５名 

マキノ南小学校    ８名    ７名     ７名    ５名 

  

これらの児童数から推測すると、中学校に入学する子どもたちは、１クラ

ス辺り１０数名程度になる見込みです。 

今後の児童数の推移を踏まえ、地域の皆さまからは、統合に関して理解を

得ているとのことですが、一方で新設に関する情報共有が十分でないと感じ

ている方もいらっしゃいます。例えば「既存の校舎を活用した統合は出来な



いのか？」「中学校の校舎にも空き教室ができてくるのに、新設する必要が

あるのか？」など疑問も上がっています。 

また、子どもたちに独自に意見を聞いたところ、「統合はしたくない」「今

のままが良い」「公共の図書館は学校の中に入れたくない」といった不安の

声もありました。さらに３８年前にマキノ南小学校が新設された際に転入し

て来た保護者の方からは、「校舎はとてもきれいで旅館の様だったが、あま

り良い思い出はない」といった過去の経験も語られています。学校は子ども

たちの学びの場であるとともに、地域の大切なコミュニティでもあります。 

少子化の進行に伴い、今後はマキノ以外の高島市内の学校も統合の可能性

があります。ただ単に、子どもが減っているからという理由だけで統合する

のではなく、子どもたちや地域の声をしっかり聞きながらより良い教育環境

を整えていくことが重要であると考えます 

次に廃校となる校舎についてです。マキノに新たに建設する場合、平成2

7年に閉校したマキノ北小学校や、令和9年に閉校予定のマキノ東子ども園

を含め、合計で５つの校舎が廃校となる見込みです。マキノ北小学校の廃校

後は、利活用が進まないままです。１つの校舎の利活用も厳しい状況で、今

後廃校活用についても市民の不安がある状況です。 

そこで、以下について質問します。 

 

① 小学校の新設について、誰がどのような経緯で決定されたのか？またそ

の決定に至るまでにどのような議論や検討が行われたのか詳しく伺いま

す。 

② 既存校舎を活用した場合の改装費用と新築にかかる費用について、議論

や比較検討は行われたのか、また結果について伺います。 

③ 今後も少子化が進行すると予測される中で、高島市全域の教育環境や将

来的な展望について市の見解を伺います。 

④ すでに廃校となったマキノ北小学校や、今後廃校となる校舎の利活用に

ついて、市の方針や具体的な計画について伺います。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


